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CSV Report 2019 について

◦ �CSV《Creating Shared Value/共有価値創造》とは、企業の経済利益活動と社会的
価値創出（＝社会課題の解決）を両立させることが重要であるという考え方であり、
それを経営戦略に落とし込むためのフレームワークのことです。

◦ �私たちセゾン情報システムズは、時代に最適なITサービスの提供を通じて、お客様
企業の事業価値創造に貢献すると同時に、社会の課題を解決し、近未来社会の創造
に貢献していきます。

◦ �このレポートは、この私たちの活動の全体像を、CSVのフレームを借りて、ステーク
ホルダーの皆様と共有していくためのものです。私たちが何を目指し、何に取り組
んでいるのか、理解していただくための一助となればと思います。

◦ �作成にあたっては、様々な分野で個別に進んでいることを、一つの大きなストー
リーに位置付けること、それによって、それぞれの活動の目的がより明確になり、取
り組みがさらに進化することを目指しています。

◦ �さらにご理解いただきますために、「2019年3月期ビジネスレポート」もご一読い
ただきますようお願いいたします。
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私たちは、事業活動（Product & Service）を通じて、お客様企業の事業価値創造に貢献すると同時に、地域や社会の課題を解決する価値を創造し（Shared Value） 、
近未来の社会価値の実現（Mission）と、自分たちの企業価値の向上（Vision）を目指していきます。
その取り組みの根底にあるのは、私たちの行動規範SISCO WAYです。「お客様と＂伴＂に・・・」を原点に、お客様の立場、お客様の目線の先にある生活者や社会、未来
のお客様の立場で考え、行動します。

ミッション
当社グループは、生活者向けに利便性、快適性、お
よび心の豊かさを提供する企業に対し、事業維持・
成長・拡大に必要不可欠かつ時代環境に適応した
ITサービスの提供を通じて、イノベーションを加
速させ、近未来社会に貢献します。

行動規範　SISCO WAY 
～お客様と＂伴＂に…～
◦�Customer First
　お客様、お客様のお客様の立場で考え、行動する
◦�Keep Your Words
　あらゆる関係における信頼とひとり一人の責任
◦�Timely Communication
　ステークホルダーとのタイムリーな情報シェア
◦�Good Manner（Professional Behavior）
　�人としての真摯な立ち振る舞い、日々人間力を

磨く
◦�Challenge ＆ Speeed
　俊敏な自発的、自燃的行動による自己革新

SISCO
WAY

セゾン情報システムズの価値創造ストーリー
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Shared
Value

Product
& Service

目指すべき企業像
◦�特定分野において時代の最先端を行き、お客様のビジ

ネス成長・発展に貢献するIT企業
◦�独創的かつ高品質な自社製品サービスを送り出す

マーケットリーダー
◦�グローバルで存在感ある稀有な国産ベンダー
◦�創造性豊かで、意欲が高く、実行力がある変革リー

ダーや真の自律人材が溢れ集まる会社

中期ビジョン
カテゴリートップの具現！
∼特定分野において、ダントツの存在感を発揮します∼
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Product & Service
各事業部門は、テクノベーションセンターのリードと
センターマネジメントサービスの支援を受け、独立事
業として、また連携してより統合的なソリューション
を提供して、お客様のイノベーションに貢献します。

HULFT（ハルフト）
社会・企業の変化、技術の進化とともに生まれるデータ
連携ニーズに対応し、様々なシステムをつなぎ、お客様
のIT環境に最適なデータ連携を実現するソフトウェア
製品、サービスを提供します。

テクノベーションセンター
自社戦略に即したIT技術を全社に普及・浸透させるた
め、先端テクノロジーの調査研究、モダン開発の推進、
技術者教育の実施、セキュア開発の推進、事業部への技
術支援を行います。 

リンケージサービス
業務アプリケーション導入に際し、ソフトウェア、サー
ビス間のデータ連携を当社製品「HULFT」「DataSpider」
を活用して実現、お客様の業務プロセスの変革と見える
化を、コンサルティング・開発・運用面でサポートします。

流通ITサービス
流通・サービス業界で蓄積されたノウハウを生かし、
様々な業種・業態におけるお客様ビジネスの課題を特
定し、解決するための最適なソリューションを、オンプ
レミス・クラウド等お客様に最も適した形態で提供し
ます。

センターマネジメントサービス
情報システムが経営の基盤として重要度を増すなか、
私たちは、お客様の大切なシステムを24時間365日、安
全・確実に運用します。

Fintechプラットフォームビジネス
金融業界のデジタル・トランスフォーメーションを
リードし、お客様のイノベーションを加速、新たな決済
関連サービス構築を支援し、業務生産性の飛躍的向上
と、お客様のデジタル空間での体験価値の創造を支援
します。

Shared Value（私たちが創造・共有する価値）

全ての人や企業が、自由自在に安全にデータを
活用して新しい価値を創造すること、それに
よって、すべての人が快適と心の豊かさを手に
できる社会が生まれること、私たちはそれを
リードし、サポートしていきます。
◦�私たちは、これまで培った安全なデータ連携・システ

ム構築運用スキルと、多様なデータやソフトウエア
を活用して価値を生む最新テクノロジーで、すべて
の人や企業が、自在に安全にデータを活用し価値を
創造するためのITサービスを提供します。

◦�そして、デジタル時代に、すべての人が心の豊かさを
手に入れることのできる社会の実現を目指します。

そのため、以下の6領域での価値の創造・向上・
共有をテーマとして活動を進めます。

1.サステナブルで心の豊かな社会の実現
2.社会基盤を支えるセキュリティ
3.多様な働き方と働きがい改革　 
4.デジタル人材創生　 
5.世界にチャレンジするスポーツ・文化活動支援
6.コーポレートガバナンス

次ページ以降この具体的活動をご紹介します。
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サステナブルで心の豊かな社会の実現
私たちが推進するデジタル・トランスフォーメーションによって、そして地球や地域社会との共生を目指す活動によって、
利便性・快適性がありかつ心の豊かさを得ることのできる社会づくりに貢献します。
 

環境負荷低減に貢献するHULFT IoT
当社が提供するIoTクラウド分析サービスは、生産ラインの品質改善と生産性向上の
きっかけをタイムリーに発見し「成果を出せるIoT」を実現することができます。当社
の技術（HULFT IoT）は、本サービスにおいて、製造現場の各種機器とクラウドをデー
タ連携基盤として確実かつセキュアに連携し、安全・安心なサービスの実現に貢献し
ています。
本サービスは、製造現場において収集したデータを「見える化」することで、特異点や
異常傾向をタイムリーに把握し具体的なアクションにつなげることができます。工場
内の機械とインターネットを接続し可視化や最適化するスマートファクトリーが実
現した結果、製造現場における工程のロスを削減し、生産性の向上を図り、環境負荷低
減にも貢献しています。

省エネルギーを実現するデータセンター運営
スマートサービスセンターが運営するデータセンターでは、当社のデータ管理だけで
はなく、お客様の要望にオーダーメイド形式で応える「サーバ資源およびストレージ
資源」を提供しています。
クラウド型ホスティングサービス「SAISOS」は、高機能なサーバに耐える効率的な電
力供給を備え、グリーンIT対応として地球環境に配慮した、先端技術を駆使した都市
型データセンターです。

職場環境における環境負荷の低減
当社は、2017年のオフィス移転に伴いそれまで複数あった拠点を集約いたしました。
集約により機器の使用の重複削減等や、フリーアドレスの導入による生産性向上とと
もに、会議体でのプロジェクターの使用を推奨することによるペーパーレス化へ貢献
しております。

書類保管量

▲45%
移転前比

光熱費

▲47%
移転前比

コピー枚数

▲46%
移転前比

オフィスの様子

スマートファクトリー

■ データの利用シーン

売上高前年比

▶ 試作での不具合発見
▶ 工数削減
▶ 滞留在庫削減
▶ 不良率改善
▶ 試薬ロス改善

見える化

フィードバック

データを
上げる

データを
ためる

データ分析
異常検知

データを
活かす

製造
予測保守、品質検査、

遠隔業務

流通・小売
スマート決済、
消費者行動分析

エネルギー
需要予測、

スマートグリッド

輸送・物流
サプライチェーン、

トレーサビリティ、燃費管理

公共
防犯・防災、
安全対策

ヘルスケア
患者モニタリング、

遠隔医療

sustainable 5



社会基盤を支えるセキュリティ
私たちは、お客様に高いレベルのセキュリティを備えたサービスを提供すると同時に、自社内においてもさらにいっそう高いレベルのセキュリティを目指します。
そしてお客様が提供する社会基盤を支えるセキュリティのリーダーシップを目指します。
 

ミッションクリティカル業務を支える
データ連携ソフトウェア製品・サービス群
当社が販売するHULFTおよび周辺の製品群は、国内シェア80%超※、世界シェアも上
位のソフトウェア・サービスです。特に処理の失敗が許されない金融業のデータ連携
に必要十分なセキュリティを前提に開発しており、ソフトウェアには一定程度存在し
てしまう障害を極小化し、かつ運用を止めない高品質なサポートサービスを用意して、
現在ではあらゆる業界においてミッションクリティカルなデータ連携に欠かせない
存在となっています。

Q.	HULFTのセキュリティの特徴は？
A.	独自の暗号方式を標準で備え、情報漏洩を予防しています。

Q.	他のソフトウェア製品開発との違いは？
A.	社会インフラとして機能する製品であるため、過去製品との互換性を最も大切に
考えています。開発には永く経験を積んだウォーターフォール型と呼ばれる開発プロ
セスを採用し、開発技術も厳選しています。一方で最新のトレンド技術の研究開発は
継続的に行い、製品にフィードバックしています。

Q.	HULFTの安全性はどのように確保している？
A.	開発部門と検査部門を別部門とし、客観的で厳格な検査を行っています。検査項目
は20万に及んでいます。

■セキュリティベンダーとの提携
提携しているセキュリティベンダーの製品と当社製品とを組み合わせることによっ
て、不正アクセス・改ざん等多くの脅威からお客様のデータを守り、よりセキュアな
データ連携を実現しています。

最先端のブロックチェーン研究
ブロックチェーン技術は、ビットコインをはじめとする仮想通貨
としての利用だけではなく、あらゆる「取引」を支える存在として
注目されています。これは、ブロックチェーンの考え方が、今まで
の技術のセキュリティとは一線を画す高さを保持しているからで
もあります。研究の成果として、宅配ロッカー「Delivery Locker 
on Blockchain」の実用化が始まるなど、最先端の領域でもお客
様のセキュリティを支える存在感を発揮しています。

お客様のデータを安全にお預かりするデータセンター
当社では、エンドユーザーの個人情報をデータセンターにお預かりしており、常に発
達するサイバー攻撃に対して、求められるセキュリティレベルをクリアする設備、体
制を整備しています。

■ システム開発と連携したセキュリティサービス
当社の運用の特徴は、システムを開発する部門と連携を密にした、お客様業務のある
べき姿を追求する点にあります。あるべき姿に基づく体制、プロセスを構築し、クラウ
ド技術やネットワーク、監視システムのスペシャリスト、運用SE/オペレータが24時
間365日体制で「安心、安全、安定」のシステム維持、運用サービスを支えています。

■ 「マルチクラウド」サービス
データの保管等において、どの会社/個人でもすぐに利用が始められるクラウドサー
ビスが拡大する一方、汎用サービスではカバーしきれない領域も確実に存在します。
当社は個別のお客様ごとに、環境構築と運用も含めて提供する従来サービスとクラウ
ドサービスの強みを互いに生かす、「マルチクラウド」サービスの実現に取り組んでい
ます。

製品障害発生率

0.09%
一次問い合わせ解決率

91.1%

※出典：株式会社富士キメラ総研「パッケージソリューションマーケティング便覧」
「ソフトウェアビジネス新市場」＜ファイル転送ツール パッケージ・金額ベース＞
2003年度実績～2017年度実績・2018年度見込
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①平均残業
時間

②平均有給
取得日数

③休職者数
（私傷病）

④メンタル
シック率 ⑤女性比率

22.5H  15.8日  8名  0.8%  25.8%
2015年度28.0H

（▲5.5H）
 

2015年度11.9日
（＋3.9日）

 
2015年度4名

（＋4名）
   

2015年度27.4%
（▲1.6P）

⑥出産後の
復職率

⑦モバイル
ワーク利用部門

⑧在宅勤務
利用部門

⑨社員一人当たり
年間教育日数（※） 　

100%
（10名中10名）

 53.3%  65.5%  12日  　
2015年度92%
（13名中12名）

 
2017年下期33.3%

（＋20.0P）
 

2017年下期43.3%
（＋22.2P）

 
（※）業務効率化により

教育研修の時間が増加

多様な働き方と働きがい改革
日本の社会、特に情報産業にとって、働き方と働きがいの改革は大きな社会課題です。私たちは、最新のDX（デジタルトランスフォーメーション）技術によって 
生産性を向上させ、働きがいを革新し、働く人の自己実現とワーク・ライフバランスのとれた豊かな社会の実現を目指します。
 

ワーク・ライフバランスの推進
■社員一人ひとりのライフスタイルにあった働き方ができる環境整備として柔軟な
勤務体系、制度、風土の構築と適正な労働時間実現に努めています。

DXを活用した業務効率化の取り組み
■最新テクノロジーを活用した、お客様の業務効率向上を進めるサービスも提供して

います。

主な取り組み

時短勤務 育児・介護の両立

フレックス 業務に合わせた勤務時間の選択

テレワーク 働き方の多様化　育児・介護の両立

業務断捨離 業務効率化の向上

■デジタル化によって、社内の業務効率化による生産性向上を実現しています。

■結果、このように働き方改革が進みました。

財務経理

人事

販売管理

共通-IT

その他・全社

ミス防止

情報可視化 生産性

納期優先

属人化排除

全社
運用統一化

業務
自動化

・サーバメンテナンス業務
・システム稼働確認業務
・社内インフラ利用における登録/変更/削除業務
・社内基幹利用における登録/変更/削除業務

・受注業務
・出荷業務
・請求業務

・調達業務
・保守業務
・与信業務

・重複業務削減
 （事業部巻き取り領域）

・勤怠管理業務
・採用業務
・新卒・中途採用業務

・給与業務
・社会保障清算業務
・人事システム対応（Workday）

・会計業務
・管理会計業務
・経費精算業務

・賞与引当金/賞与引当金取り崩し業務
・収益（売上）の見込み計上業務
・重複業務削減（事業部巻き取り領域）

・音声勤怠登録業務
・音声リフレッシュルーム受付業務

・重複業務削減（事業部－スタッフ間プロセス簡素化）
・パイプライン/プロジェクト管理

【お客様が導入したCONCUR e文書法機能概要】

画像アップロード後
タイムスタンプ付与
（最大24時間以内）

画像化 タイムスタンプ付与 提出・承認
自動アップロード

手動アップロード

【小売業の店舗運営に必要な情報】
Before

After

【お客様の声】
・必要な情報が一目でわかる
・店長がとても喜んでいる

当日の
売上

お客様
アンケート

在庫日数 種別の
売上

既存システムやExcelに混在する情報

モバイル端末に集約して
いつでもどこでも確認できる
利便性の飛躍的向上
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多様な働き方と働きがい改革
 

Amazon Alexaを活用した障がい者支援
■開発の経緯
当社は、障がい者の能力や適性を活かし＂伴＂に働くことができる環境を整備し、2008 
年以降、鍼・マッサージの資格をもつヘルスキーパーを採用して、障がい者雇用を推進
しています。また、社員の心身のリフレッシュ環境を整備することで生産性向上のサ
ポートをしています。

多様な雇用への貢献（SISCOファーム）
当社は、障がい者の雇用を支援する活動の一環として、働き方を支援する農園（SISCOファーム）を運営し
ています。同農園で収穫された野菜の寄付も実施しており、今後は子ども食堂などのNPO法人にも寄付す
ることを通じて、地域コミュニティへ貢献していきます。

■マッサージ業務支援スキル「クイックちゃん」開発
データ連携ソフトウェア「DataSpider」とAmazon AlexaのVUI（ボイスユーザーイ
ンターフェース）を活用し、運営に携わる障がい者向けのマッサージ業務支援スキル
を構築しました。
障がい者の働くチャンス拡大にも貢献しています。

■サポーターなしの自立的運用を実現
◦ ロス時間が無くなりストレスのない運用になった
◦ �Alexaに興味を持ちリフレッシュルームへ来る社員も増え、コミュニケーションも

活性化した
◦ 自分たちだけで業務をこなせるようになり、達成感を感じ、自信にもつながった

■Amazon Alexa Skill Awards 2018
～最優秀賞と特別賞のダブル受賞～

リフレッシュルームで働くヘルス
キーパー3名は視覚障がいがあります。
そのため、クイックマッサージの受付
や呼び出し業務には、晴眼者のフォ
ローが不可欠でした。ヘルスキーパー
側は、受診者を把握することが困難で
すが、受診者に直接確認することは抵
抗があり、円滑なコミュニケーション
をはかりにくい現状がありました。
そのため2018年、DXを活用し、Amazon 
Alexaによる障がい者がさらに自立し
て働ける環境を実現しました。

Alexaスキルの可能性を
広く伝えることを目的と
したコンテスト「Amazon 
Alexa Skill Awards」では、
業務の自動化・効率化とそ
の技術的完成度だけでな
く、障がいをもつ社員が自
立的かつ主体的に働くこ
とができる環境の提供と
いう社会的な有効性が評
価されました。

リフレッシュルーム

受賞記念写真

SISCOファームと収穫された野菜

1日に施術できる人数

約22%増 年間192時間
サポート工数削減

Alexa、クイックちゃんで
次の人呼んで！！

○○さんを
呼び出しました
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デジタル人材創生
社内の若手人材に限らず、これからのデジタルテクノロジーをリードする学生をも対象として幅広く、最新テクノロジーの獲得とレベル向上を支援すると 
ともに、少子高齢化の進展により訪れる人材不足社会を見越して、業界の魅力を伝え、デジタル人材を創生していきます。
 

高専生向けインターンシップの実施
■仕事を体験する機会を提供
高等専門学校生が、その技術を実際に体験することで、学んでいる情報系学問や技術
が社会とどのように関わりあっているかを理解する機会となるよう、インターンシッ
プを実施しています。また、学生にとって、自らの適性や適職、社会貢献について考え
る機会となることも考慮に入れて取り組んでいます。

全国高等専門学校プログラミングコンテストに協賛
■IT業界に優秀な人材を供給するための支援
全国高専プログラミングコンテスト（全国高専プロコン）と呼ばれる大会は、全国の高
等専門学校の学生たちがテーマに沿ったプログラムを考案し、アイディアや完成度を
競う大会です。当社は、全国高専プロコンを産学連携のもと次世代のIT技術を担う人
材育成の場と捉え、過去3年にわたり協賛しております。優秀なIT技術者が育成される
環境を大切にし、このような大会を通じて、IT業界全体の発展に貢献したいと考えて
います。

SISCO Freshers Lab. （新入社員研修）
新入社員へは入社後3ヶ月間にわたる研修（SISCO Freshers Lab.）を実施して、これ
からお客様へ価値を提供できる基礎的な記述を習得する機会を設けています。

フリースクールデジタル支援
当社は、オフィス移転に伴う拠点の集約によって発生した余剰の用度品や情報機器を
学校をはじめとする外部団体へ寄贈する活動を行っています。さらに今後は、モノの
寄贈に留まらず、子供たちに学校以外で育ち学ぶ環境づくりの活動を行っている
NPO法人等への支援も視野に入れています。
子供たちにプログラミング技術を学んでもらい、一緒に何かを創り上げて、楽しみや
喜びを感じられる機会を作りたいと考えています。

技術研修
■技術力強化とオープンイノベーションの推進
当社は、長年にわたり培ってきたノウハウだけではなく、テクノロジーの強化を図る
ため、技術教育にも積極的に取り組んでいます。テクノベーションセンターを中心に
各事業部のメンバーへの研修や勉強会を実施して技術習得の機会を設けています。こ
うした継続的な研修を実施した結果、技術資格取得者数の増加や事業部を横断したプ
ロジェクトが増加し、新しい価値を提供することに繋がっています。

社内技術教育受講例（延べ人数）
AWS教育	 99名
Java系教育	 98名
UI/UX教育	 91名
Azure教育	 83名
Python教育	 43名

グループワークの様子

■技術教育の実績（2019年3月期）
社内教育 社外教育

89コース開催 125コース申込

延べ参加者数
939名

延べ参加者数
169名

【自由部門の企業賞】
　2018年度セゾン情報システムズ企業賞　
　「香川高専（詫間）　わあるど」
　「手をつなぎ」交流を深めるアプリケーション
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世界にチャレンジするスポーツ・文化活動支援
私たちが目指す未来は、まさにグローバルのデジタル巨人たちが大きな壁となり立ちはだかる領域です。私たちは、彼らと時には競争し、時には協業・連携し
ながら、日本の情報産業の在り方を模索しています。
そして、日本人がまだまだ不得意としている分野において、世界に挑み続ける日本のアスリートを応援し、ともにチャレンジを続けていきたいと思います。
 

支援方針
世界に挑み続けるアスリートが、「競技生活」と「社会人」それぞれの自立を両立し、大学や市区町村と連携を図りながらチャレンジできるように支援、応援を続けていきたいと思い
ます。現在はHULFT陸上部として400メートル走をメインとしている2名の選手が所属しています。
2名とも2020年の東京オリンピック出場を目指して、日々トレーニングを重ねています。　　※男子400メートル走の世界記録：43秒03、日本記録：44秒78

小林直己選手

加藤修也選手

＜プロフィール＞
1990年12月20日生まれ
身長170cm　体重65Kg
神奈川県出身
ベストタイム　45秒79

＜主な実績＞
・世界選手権出場
（4×400mリレー、2015年）
・世界リレー大会出場
（4×400mリレー、2015年）
・日本選手権400ｍ 3位（2014年）

＜プロフィール＞
1995年4月16日生まれ
身長185cm　体重73Kg
静岡県出身
ベストタイム　45秒69

＜主な実績＞
・�リオデジャネイロオリンピック 

出場
（4×400mリレー、2016年）
・日本選手権400ｍ 2位（2016年）
・日本インカレ400ｍ 優勝（2014年）

アスリート・ダッシュボード開発運営
体組成計、GPSウォッチなどから収集した選手の生体活動データを、当社の強みである「DataSpider」な
どでつなぐ技術を使い、自動で可視化できるようにしています。
根拠・仮説をもって、データ収集→可視化→分析→改善のサイクル（PDCA）を実行することにより、競技
力向上に役立てています。

【収集している主なデータ】
・体組成	 ・身体バランス	 ・食事やサプリメント
・練習メニュー	 ・ピッチやストライド	 ・速度や心拍数

ダッシュボードのイメージ
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コーポレートガバナンス
「経営の透明性」、「アカウンタビリティの向上」および「シンプルな経営」を基本として、社外取締役・社外監査役を積極的に選任し、透明性の高いガバナンス 
体制の確立と適時適切な情報開示に取り組んでいます。
 

基本的な考え方

■ステークホルダーとの適切な協働
持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のため、株主
をはじめとしたすべてのステークホルダーとの協働が
必要であることを認識し、役員および社員が当社の行動
規範（SISCO WAY）に則り行動するとともに、各種の社
会的課題の解決に、お客様と＂伴＂に積極的に取り組むこ
とで、ステークホルダーから信頼される会社となること
を目指します。

■株主の権利・平等性の確保
全ての株主の実質的平等性の確保に配慮するとともに、
株主の適切な権利行使に資するべく、ポジティブである
かネガティブであるかを問わず、適時適切に情報を開示
し、提供しています。

■適切な情報開示と透明性の確保
法令に基づき、四半期ごとに会社の財政状態、経営成績
等の財務情報を開示するとともに、株主をはじめとする
全てのステークホルダーにとって重要と判断される非
財務情報についても、決算説明会、本CSV Report、ウェ
ブサイト、ニュースリリース等、適時適切な方法で積極
的に発信します。

■取締役会等の責務
当社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上を図る
べく、企業戦略として原則3年ごとに中期経営計画を策
定しております。社外取締役、社外監査役による客観的
かつ中立的で、実効性の高い監督体制を構築するなど、
業務執行取締役の職務執行に対する評価・監督を行って
います。

■株主との対話
当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上のた
め、当社側からの情報提供のみならず、株主・投資家との
意見交換をより一層図るべく、IR体制を強化し、株主や
投資家からの取材、会話の申し込みに対し、積極的に応
じていきます。

トピックス
■2019年3月期の取り組みをご紹介します。

①指名・報酬委員会の設立
当社では社外取締役、監査役の専門的な知見を活かした
経営ができる体制を整えています。また、その体制が正
しく維持され、かつ発展していくことをめざし、独立役
員を中心に組織する指名・報酬委員会や、第三者の協力
を得て運営するガバナンス委員会、特別委員会を設置す
ることで、透明性の高い経営を行っています。

②役員報酬の基本方針を一部改訂
経営人材の多様な人材確保を図るため、当社の役員報酬
の目的に、「社外からの優秀人材確保」を掲げました。また、
基本方針として、TSR*を指標の一つとすることとしまし
た。報酬決定プロセスは、指名・報酬委員会で審議するこ
とにより、客観性・透明性・妥当性を確保し、株主の皆様に
一層のご支持をいただけるよう尽力しています。
＊TSR…株主総利回り

株主総会

会
計
監
査
人

監
査
役
会

取締役会

代表取締役 各委員会

独立役員を中心に組織する指名・報酬委員会、
第三者の協力を得て運営するガバナンス委員会、

特別委員会を設置しています。

当社コーポレートガバナンスの基本的な考え方
経営の透明性

ステークホルダーとの
適切な協働

適切な情報開示と
透明性の確保

取締役会等の
責務

株主との対話

株主の権利・
平等性の確保

基本方針

シンプルな経営

アカウンタビリティ
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